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これからも、 で暮らすために
　「住み慣れた地域で、いつまでも安心して暮らし続けたい」。これは、多くの人の願いです。
しかし安芸高田市ではこの先、高齢化がさらに進み、地域を支える世代は減少していきます。
「誰かがやってくれる」では、もう支えきれない時代が目の前にきています。
これからは、高齢者だけでなく、地域に暮らす一人一人が支え合うことが大切です。
「その頃には、わしはもうおらんけぇ」。そんな声を聞くことがあります。
しかし、人生100年時代。
80歳や90歳になっても、自分らしく暮らす時代です。
将来にわたって住み慣れた地域で安心して暮らし続けるために、
今、私たちにできることを一緒に考えてみましょう。

※2025年以降は推計値（社会保障・人口問題研究所データ参照）です。

次のページで、
その取り組みを
ご紹介します。

生産年齢・・・15～64歳
高齢者・・・・・65歳以上

人口減少が

2035年～
人口が2万人を割り込む

2040年
65歳以上の人口が
15～64歳の人口を上回る

加速してい
く時代で

今後、65歳以上の人口比率は増え続けます。
さらに、要介護認定率が高い85歳以上の人口
の増加も予想され、高齢者を支える世代の割合
はますます減少していきます。

安芸高田市の
高齢者をとりまく状況

その結果、起きる問題
●介護は必要なくても、買い物やごみ出しなど
日常生活でちょっとした困り事を抱える高齢
者が増加。

●要支援1・2や要介護1など比較的軽度の方へ
の生活支援についても、ヘルパー派遣が難し
くなる可能性。

こうした状況に備え、生活上のちょっとした
困り事は、専門職だけでなく地域のみんなで支
え合うことが大切になります。また、高齢者自身
も社会参加を通じて役割や居場所を持ちなが
ら、住み慣れた地域で暮らし続けられる地域づ
くりが求められています。こうした地域での支え
合いを進めるため、安芸高田市では生活支援体
制整備事業をスタートしました。
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